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令和７年度予算

343億1,438万4千円（前年度比5.5％増）　「予算を見て市の展望を考える!!」

　二
月
定
例
会
が
二
月
二
十
日
か
ら
三
月
十
九
日
ま
で
の
二
十
八
日
間
で
行
わ
れ
、

令
和
七
年
度
予
算
や
令
和
六
年
度
補
正
予
算
等
を
全
会
一
致
で
可
決
。

　新
年
度
予
算
は
、「
持
続
可
能
な
未
来
に
つ
な
が
る
有
田
市
」
を
基
本
方
針
に
、

少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
の
充
実
、
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
各
施
策
を
推
進
す
る

た
め
の
予
算
を
計
上
。

　新
年
度
予
算
が
ど
う
使
わ
れ
る
の
か
、
問
題
点
は
な
い
か
。
様
々
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

新年度
予算

「予算を見て、市の展望を考える!!」令和７年度予算
343億1,438万4千円（前年度比5.5％増）

（単位：千円）
会　　計 令和７年度 前年度比
一般会計 21,074,000 297,000 1.4％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 3,958,429 △ 91,521 △ 2.3％
初島財産区特別会計 4,314 118 2.8％
介護保険特別会計 3,597,551 154,951 4.5％
後期高齢者医療特別会計 982,606 28,600 3.0％

小　　計 8,542,900 92,148 1.1％

企
業
会
計

上水道事業会計 836,905 △ 16,056 △ 1.9％
病院事業会計 3,763,648 1,406,403 59.7％
漁業集落排水事業会計 96,931 2,584 2.7％

小　　計 4,697,484 1,392,931 42.2％
合　　計 34,314,384 1,782,079 5.5％

令和７年度 当初予算額
　一般会計の予算規模は210億7,400万円で、特別会計と企業会計を
加えた総額は、343億1,438万4千円で、昨年度と比べて17億8,207
万9千円の増加となりました。

妊娠から出産、子育て期まで切れ目のない少子化対策
・１か月児健康診査助成…78万円【新規】
　　新生児の１か月健康診査費用を助成
・小児成育医療支援事業委託料…230万円【新規】
心のケアを必要とする子ども及びその家族を対象に医療、
相談面から支援する小児保健医療体制を構築

地域コミュニティ施設や認定こども園への取組
・宮原小学校跡地複合公共施設＜総事業費22億円（令和６～８年度）＞
　　建設工事監理業務委託料…2,508万円
　　建設工事費…10億2,266万円

新有田市立病院建設事業 ＜総事業費103億1,700万円（令和６～８年度）＞
・建設工事監理業務委託料…2,649万円
・建設工事費…28億9,260万円
・医療機器整備…1億1,219万円

宮原小学校跡地複合施設イメージ図

新有田市立病院イメージ図

健やかにいきいきとした生活を実現できるまち

まちの魅力増進、観光振興につながる取組の推進
・デジタルプロモーション事業委託料･･･600万円【新規】
　海外市場向けに広告配信を行うことで観光ポータルへ
のアクセスを促進し、インバウンド誘客を行う

・共創おにぎり実行委員会負担金･･･500万円【新規】
　有田市を含む５市で各自治体の特色ある食材を使った
共創おにぎりブースを2025大阪・関西万博に出展

・ウエノ公園植樹事業委託料･･･100万円【新規】
　　企業からの寄付金を活用し、ウエノ公園内に桜を植樹 共創おにぎりブース

つながりが生む魅力あるまち

　ありだ市議会だより No.89　　0202有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています政治家が病気見舞を出すことは禁止されています



令和７年度予算
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新年度
予算

「予算を見て、市の展望を考える!!」令和７年度予算
343億1,438万4千円（前年度比5.5％増）

（単位：千円）
会　　計 令和７年度 前年度比
一般会計 21,074,000 297,000 1.4％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 3,958,429 △ 91,521 △ 2.3％
初島財産区特別会計 4,314 118 2.8％
介護保険特別会計 3,597,551 154,951 4.5％
後期高齢者医療特別会計 982,606 28,600 3.0％

小　　計 8,542,900 92,148 1.1％

企
業
会
計

上水道事業会計 836,905 △ 16,056 △ 1.9％
病院事業会計 3,763,648 1,406,403 59.7％
漁業集落排水事業会計 96,931 2,584 2.7％

小　　計 4,697,484 1,392,931 42.2％
合　　計 34,314,384 1,782,079 5.5％

令和７年度 当初予算額
　一般会計の予算規模は210億7,400万円で、特別会計と企業会計を
加えた総額は、343億1,438万4千円で、昨年度と比べて17億8,207
万9千円の増加となりました。

妊娠から出産、子育て期まで切れ目のない少子化対策
・１か月児健康診査助成…78万円【新規】
　　新生児の１か月健康診査費用を助成
・小児成育医療支援事業委託料…230万円【新規】
心のケアを必要とする子ども及びその家族を対象に医療、
相談面から支援する小児保健医療体制を構築

地域コミュニティ施設や認定こども園への取組
・宮原小学校跡地複合公共施設＜総事業費22億円（令和６～８年度）＞
　　建設工事監理業務委託料…2,508万円
　　建設工事費…10億2,266万円

新有田市立病院建設事業 ＜総事業費103億1,700万円（令和６～８年度）＞
・建設工事監理業務委託料…2,649万円
・建設工事費…28億9,260万円
・医療機器整備…1億1,219万円

宮原小学校跡地複合施設イメージ図

新有田市立病院イメージ図

健やかにいきいきとした生活を実現できるまち

まちの魅力増進、観光振興につながる取組の推進
・デジタルプロモーション事業委託料･･･600万円【新規】
　海外市場向けに広告配信を行うことで観光ポータルへ
のアクセスを促進し、インバウンド誘客を行う

・共創おにぎり実行委員会負担金･･･500万円【新規】
　有田市を含む５市で各自治体の特色ある食材を使った
共創おにぎりブースを2025大阪・関西万博に出展

・ウエノ公園植樹事業委託料･･･100万円【新規】
　　企業からの寄付金を活用し、ウエノ公園内に桜を植樹 共創おにぎりブース

つながりが生む魅力あるまち

0303　　ありだ市議会だより No.89　　政治家が病気見舞を出すことは禁止されています



２月定例会
「　議案審議結果表　」

令和７年度予算

343億1,438万4千円（前年度比5.5％増）　「予算を見て市の展望を考える!!」

安全・安心で調和のとれたまち
災害に備えた安全安心な環境整備の強化
・事前復興計画実効性向上業務委託料…438万円【新規】

令和６年度に策定した事前復興計画（業務マニュアル型）を
もとに、市職員が復興期に実施する具体的な内容やプロセス
の検討を行う

・雨水公共下水道計画設計業務委託料…3,420万円
浸水対策を計画的に進めることを目的とした浸水シミュレー
ション及び方針の検討を行う

・国道42号取付道路整備委託料…4億7,000万円
　　新市立病院の移転建設にあたり周辺国道との取付道路の整備
・救助工作車（１台）更新整備…1億192万円
・し尿搬送車（１台）更新整備…3,970万円

救助工作車イメージ

新市立病院
（旧 保田中学校）

保田小学校

国道42号取付道路（３Dイメージ図）

・エネルギー価格高騰対策支援事業 … 3,750万円 
　自治会等が管理運営する施設の既存設備を新型省エネ設備
　（空調設備、LED等照明設備）に更新するための支援金を支給 
・社会福祉施設等物価高騰対策支援事業…910万５千円 
　原材料費等の高騰による社会福祉施設等の負担軽減を図るため、
　介護サービス事業所及び障害福祉サービス事業所に対して支援金を支給 
・戸籍住民基本台帳事務事業…762万６千円 
　戸籍に氏名の振り仮名を追加する改正戸籍法が５月26日から施行されるため、 
　通知作成及び発送を円滑に進めるための委託料等を補正 

一般会計補正予算（議案第14号）令和６年度

学校体育館空調整備
・小学校屋内運動場空調機設置工事設計業務委託料…1,089万円【新規】
小学校７校の体育館に３カ年計画で空調設備を設置
令和７年度は糸我・保田・田鶴小学校の３校の設計業務を行う

学校体育館空調設備イメージ

心豊かな人を育み地域で支え合うまち

　ありだ市議会だより No.89　　0404政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています



２月定例会
「　議案審議結果表　」

令和７年度予算

343億1,438万4千円（前年度比5.5％増）　「予算を見て市の展望を考える!!」

安全・安心で調和のとれたまち
災害に備えた安全安心な環境整備の強化
・事前復興計画実効性向上業務委託料…438万円【新規】

令和６年度に策定した事前復興計画（業務マニュアル型）を
もとに、市職員が復興期に実施する具体的な内容やプロセス
の検討を行う

・雨水公共下水道計画設計業務委託料…3,420万円
浸水対策を計画的に進めることを目的とした浸水シミュレー
ション及び方針の検討を行う

・国道42号取付道路整備委託料…4億7,000万円
　　新市立病院の移転建設にあたり周辺国道との取付道路の整備
・救助工作車（１台）更新整備…1億192万円
・し尿搬送車（１台）更新整備…3,970万円

救助工作車イメージ

新市立病院
（旧 保田中学校）

保田小学校

国道42号取付道路（３Dイメージ図）

・エネルギー価格高騰対策支援事業 … 3,750万円 
　自治会等が管理運営する施設の既存設備を新型省エネ設備
　（空調設備、LED等照明設備）に更新するための支援金を支給 
・社会福祉施設等物価高騰対策支援事業…910万５千円 
　原材料費等の高騰による社会福祉施設等の負担軽減を図るため、
　介護サービス事業所及び障害福祉サービス事業所に対して支援金を支給 
・戸籍住民基本台帳事務事業…762万６千円 
　戸籍に氏名の振り仮名を追加する改正戸籍法が５月26日から施行されるため、 
　通知作成及び発送を円滑に進めるための委託料等を補正 

一般会計補正予算（議案第14号）令和６年度

学校体育館空調整備
・小学校屋内運動場空調機設置工事設計業務委託料…1,089万円【新規】
小学校７校の体育館に３カ年計画で空調設備を設置
令和７年度は糸我・保田・田鶴小学校の３校の設計業務を行う

学校体育館空調設備イメージ

心豊かな人を育み地域で支え合うまち

議案番号 件　名 議決年月日 可否
議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度有田市一般会計補正予算（第７号）） 7.2.25 承認
議案第２号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 7.3.19 可決
議案第３号 有田市職員旅費支給条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第４号 有田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第５号 有田市特別職給与条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第６号 有田市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第７号 有田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第８号 有田市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第９号 有田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例等の一部を改正する条例 〃 可決
議案第10号 有田市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第11号 有田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 〃 可決

議案第12号 有田市が設置する都市公園に係る移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 〃 可決

議案第13号 有田市いじめ問題調査委員会及び有田市いじめ問題再調査委員会条例 〃 可決
議案第14号 令和６年度有田市一般会計補正予算（第８号） 7.2.25 可決
議案第15号 令和６年度有田市介護保険特別会計補正予算（第２号） 〃 可決
議案第16号 令和６年度有田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 〃 可決
議案第17号 令和６年度有田市上水道事業会計補正予算（第１号） 〃 可決
議案第18号 令和６年度有田市立病院事業会計補正予算（第２号） 〃 可決
議案第19号 令和７年度有田市一般会計予算 7.3.19 可決
議案第20号 令和７年度有田市国民健康保険特別会計予算 〃 可決
議案第21号 令和７年度有田市初島財産区特別会計予算 〃 可決
議案第22号 令和７年度有田市介護保険特別会計予算 〃 可決
議案第23号 令和７年度有田市後期高齢者医療特別会計予算 〃 可決
議案第24号 令和７年度有田市上水道事業会計予算 〃 可決
議案第25号 令和７年度有田市立病院事業会計予算 〃 可決
議案第26号 令和７年度有田市漁業集落排水事業会計予算 〃 可決
議案第27号 建設工事等委託に関する協定の締結について 〃 可決
議案第28号 工事請負契約について 7.2.25 可決
議案第29号 令和６年度有田市一般会計補正予算（第９号） 7.3.19 可決
議案第30号 副市長の選任について 〃 同意
議案第31号 教育長の任命について 〃 同意
発議第１号 有田市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例について 〃 可決

---------- 議員派遣の件 〃 可決
※ 賛否の分かれた議案は、ありませんでした。

各委員会で出た主な意見
■�いじめ調査委員会を設置するような事態にならないよう日頃から取り組むことが重要であるが、委員会を設置した場合

は人権に十分配慮してほしい。
■��宿泊費の実額支給により旅費の適正化が図られる一方で、事務手続きの負担増が懸念される。領収書確認などの手続き

の煩雑化に対し、効率的な運用が必要。
■�有田市がみかん発祥の地であることを示す看板や案内表示が不足している。適切な情報発信のあり方を検討してほしい。
■�内水氾濫ゼロのまちづくりを目指し、早急に対策を実施してほしい。
■�箕島駅前の駐車場の混雑を解消するため、交番隣のスペースの活用等、駐車場の確保に努めてほしい。
■��災害対策の観点から上水道の管路の耐震化は喫緊の課題であり、市と連携しながら計画より前倒しで行える方法を模索

してほしい。

0505　　ありだ市議会だより No.89　　政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています



10
名
が

で

問
質
・

！
言
提

一般質問 ･ 議案質疑の
動画をご覧になれます

一般質問通告一覧表 （令和７年３月４日・５日）
「　 一 般 質 問 　」

順
位

氏　名
【会派名】 発言の要旨

１ 成　川　　　満
【政有会】

１．「住み続けられるまちづくり」について
　（１）道路網の整備について
　　① 国道42号有田海南道路
　　② 国道480号線
　　③ キララときめきロード
　　④ 愛宕川端線
　　⑤ 内川港線
　　⑥ 逢井アクセス道路
　（２）コンパクトシティ構想について
　（３）景観の保全について
　　① 有田川
　　② 有田みかん海道

２ 花　野　仁　志
【有志会】

１．ふるさと応援寄附について
　（１）今後の見通し
　（２）返礼品の開発などに向けた取組について
　（３）ふるさと応援寄附制度に対する有田市の今後について

３ 嶋　田　　　英
【有志会】

１．防災行政無線放送について
　（１）難聴対策
２．マリー・ユーの拡充について
　（１）定住施策

４ 脇　村　隆　生
１．人口減少と対策について
　（１）人口の推移について
　（２）GXの今後の展望について

５ 武　田　豊　治
【日本維新の会】

１．市有地整理事業計画について
　（１）今後のスケジュールと執行する環境について
　（２）玉木市長の市有地整理事業計画の見解について
２．グラウンドゴルフ場管理費他補助金について
　（１）費用算出について

６ 川　島　　　強
【有志会】

１.内水氾濫ゼロの街づくりについて
　（１）玉木市長に内水氾濫ゼロの街づくりについて

７ 一ノ瀬　敦　子 １．防災について
　（１）地域連携を問う

８ 西　口　正　助

１．令和７年度当初予算について
　（１）ふるさと納税について
　（２）市有地整理事業
　（３）災害に強い有田市、安心安全な住みよい有田市
　　① 道路インフラ、風水害対策、津波対策など

９ 生　駒　三　雄
【友和クラブ】

１.東部開発について
　（１）令和５年６月定例会以降の進捗状況について
　（２）市道21号線及び23号線の整備について

10 岡　田　行　弘
【公明党】

１．水道施設の整備について
　（１）水道管の耐震化率について
　（２）水道管の布施替計画について
　（３）水道事業経営の今後の取組について
２．誰もが安心して搾乳できる環境づくりについて
３．予算について
　（１）令和７年度予算編成について
　（２）今後の行財政運営について

　ありだ市議会だより No.89　　0606政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています



10
名
が

で

問
質
・

！
言
提

一般質問 ･ 議案質疑の
動画をご覧になれます

一般質問通告一覧表 （令和７年３月４日・５日）
「　 一 般 質 問 　」有

田
み
か
ん
海
道
に
つ
い
て

有
田
み
か
ん
海
道
の
あ
た
り
一
帯
は
、

昔
か
ら
有
田
市
に
と
っ
て
残
さ
れ
た
最

後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
長
年
に
わ
た
る
先
人
達
の
ご
尽
力
に
よ

っ
て
道
路
が
開
通
し
、
平
成
22
年
に
市
道
認

定
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

開
通
当
初
は
、
風
光
明
媚
な
湯
浅
湾
の
海

を
望
む
す
ば
ら
し
い
景
色
が
売
り
で
、「
え

え
と
こ
で
き
た
な
あ
。
最
高
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
や
。」
と
評
判
を
呼
び
ま
し
た
。
た
だ
、

残
念
な
こ
と
に
近
年
、
道
路
沿
い
に
雑
木
が

生
い
茂
り
、
景
観
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
て
い

ま
す
。
何
と
か
、
道
路
開
通
時
の
輝
き
を
取

り
戻
せ
な
い
の
か
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

有
田
み
か
ん
海
道
は
、
紀
伊
水
道
や
湯

浅
湾
を
一
望
で
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ま
た
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
に
訪

れ
る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
安
全
で
快
適

な
通
行
の
確
保
や
景
観
保
全
の
た
め
、
道
路

敷
地
内
に
越
境
し
て
い
る
樹
木
に
つ
き
ま
し

て
は
、
職
員
で
伐
採
を
行
っ
た
り
、
ま
た
、

地
元
団
体
に
清
掃
業
務
を
お
願
い
し
、
道
路

の
維
持
管
理
並
び
に
景
観
保
全
に
努
め
て
い

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
に
つ
い
て

市
場
規
模
に
お
け
る
本
市
の
現
状
の
検

証
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

併
せ
て
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
で
き

れ
ば
具
体
的
な
数
値
を
も
っ
て
答
弁
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予
算

案
で
提
示
し
て
い
る
45
億
円
の
寄
附
を

い
た
だ
け
る
よ
う
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
40
億
円
以

上
の
寄
附
を
継
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
や
市
場
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

有
田
市
フ
ァ
ン
を
広
げ
る
取
組
み
も
大

切
で
す
が
、
寄
附
額
向
上
に
向
け
た
商

品
開
発
が
最
優
先
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
場
産
品
を
活
か
し
た
返
礼
品
に
つ
い

て
は
、
基
準
に
適
合
す
れ
ば
提
供
可
能

で
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
者
の
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
、
今
後
も
随
時
追
加
し
て
ま
い
り

ま
す
。

る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
道
路
沿
い

の
個
人
敷
地
か
ら
の
樹
木
の
繁
殖
が
激
し
い

た
め
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

引
き
続
き
、
計
画
的
に
伐
採
を
実
施
し
、

ま
た
地
元
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
道
路

の
維
持
管
理
並
び
に
景
観
保
全
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

玉
木
市
長
は
昨
年
９
月
議
会
で
財
源
確

保
策
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
制
度
に
対
す
る
有

田
市
の
今
後
に
つ
い
て
、
市
長
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
事
業
者
様
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
政

が
支
援
す
る
こ
と
で
、
事
業
活
動
が
活

性
化
し
、
商
品
開
発
が
さ
れ
れ
ば
、
魅
力
あ

る
返
礼
品
の
提
供
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

 

ま
と
め  

有
田
市
が
こ
の
制
度
を
十
分
活
用

し
、
今
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し
て
、
走

り
続
け
る
に
は
、
今
が
重
要
な
時
期
で
す
。

成
なり

 川
かわ

 　満
みつる

【政有会】

花
はな

 野
の

 仁
ひと

 志
し

【有志会】

質答

質質答 答

質答
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人
口
減
少
と
対
策
に
つ
い
て

 

質
問
の
要
約 

　

有
田
市
の
人
口
減
少
と
Ｇ
Ｘ
推
進
に
関
し

て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
人
口
減
少
対

策
と
し
て
、
若
者
の
転
出
超
過
（
グ
ラ
フ
参

照
）
を
課
題
視
し
、
雇
用
機
会
の
創
出
を
訴

え
ま
し
た
。
特
に
、
転
出
者
へ
の
調
査
に
基

づ
く
具
体
的
な
対
策
の
必
要
性
を
強
調
し
ま

し
た
。

　

Ｇ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
は
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
産
業
創
出
や
雇

用
拡
大
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
具

体
的
な
計
画
や
目
標
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
企
業
誘
致
に
伴
う
従
業
員
の

住
環
境
整
備
の
重
要
性
も
訴
え
ま
し
た
。

 

回
答
の
要
約 

　

当
局
は
、
若
者
の
市
外
へ
の
転
出
要
因
と

し
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
か
ら
「
暮

ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
転
出
者
へ

の
調
査
は
行
え
て
い
な
い
た
め
、
今
後
必
要

に
応
じ
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
と
回
答
い

た
だ
き
ま
し
た
。
Ｇ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
未
来
環
境
供
給
基
地
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

持
続
可
能
な
航
空
燃
料
（
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
の
製
造

に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
Ｇ
Ｘ
・
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
関
連
産
業
の
誘
致
を
進
め
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
原

料
と
し
て
家
庭
用
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
回
収

実
証
事
業
へ
の
参
加
や
、
環
境
省
の
事
業
を

活
用
し
た
地
域
循
環
共
生
圏
の
創
造
に
向
け

た
取
り
組
み
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

𦚰
わき

 村
むら

 隆
たか

 生
お

防
災
行
政
無
線
放
送
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
後
、
放

送
が
聞
こ
え
な
い
エ
リ
ア
は
。
市
内
全

域
を
１
０
０
％
網
羅
し
て
い
る
か
。
聞
こ
え

づ
ら
い
場
所
へ
の
対
策
は
。

デ
ジ
タ
ル
化
後
も
地
形
や
建
物
の
影

響
で
聞
こ
え
づ
ら
い
場
所
が
あ
り
、

１
０
０
％
網
羅
し
て
い
な
い
。
対
策
と
し

て
、
電
話
や
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
ア
プ
リ
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
伝
達
を
強
化

す
る
。戸

別
受
信
機
の
配
布
検
討
状
況
と
、
高

齢
者
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
な
い

市
民
へ
の
対
応
、
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
の
普
及

率
は
。戸

別
受
信
機
は
費
用
面
等
か
ら
導
入
を

見
送
り
、
高
齢
者
に
は
自
動
音
声
案
内

を
案
内
中
。
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
は
令
和
６
年

１
月
末
で
３
０
５
０
件
登
録
、
普
及
率
は
人

口
比
12
．１
％
、
世
帯
比
36
．２
％
。

ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
導
入
支
援
状
況
と
、

ア
プ
リ
の
多
機
能
化
の
方
針
は
。
電
子

回
覧
板
導
入
の
検
討
は
可
能
か
。

自
治
会
の
集
ま
り
な
ど
に
職
員
が
出
向

き
、
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
の
導
入
支
援
を

実
施
中
。
現
在
は
防
災
機
能
重
視
だ
が
、
普

及
後
に
他
自
治
体
事
例
を
参
考
に
多
機
能
化

を
検
討
。
電
子
回
覧
板
導
入
も
今
後
の
課
題
。

マ
リ
ー
・
ユ
ー
の
拡
充
に
つ
い
て

Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ 

Ｙ
ｏ
ｕ
の
定
住
施
策
が

奨
学
金
返
還
サ
ポ
ー
ト
支
援
の
み
で
は

不
十
分
。
申
請
者
も
減
少
傾
向
。
ま
た
、
三

世
代
定
住
等
支
援
助
成
金
に
つ
い
て
も
、
要

件
や
助
成
額
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ 

Ｙ
ｏ
ｕ
の
成
果
を
検
証

し
、
効
果
的
な
施
策
へ
見
直
す
。
三
世

代
定
住
等
支
援
助

成
金
に
つ
い
て
も
、

要
件
や
額
の
見
直
し

を
含
め
検
討
。
市
全

体
で
定
住
に
繋
が
る

取
り
組
み
を
進
め
る
。

嶋
しま

 田
だ

 　英
あきら

【有志会】

スマートフォン用アプリ
「有田市防災行政ナビ」

出典：REASAS 地域経済分析システム 
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市
有
地
整
理
事
業
計
画
に
つ
い
て

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
住
民
の
方
々

へ
の
説
明
、
要
望
な
ど
し
っ
か
り
聞
き

取
り
、
丁
寧
な
対
応
、
そ
れ
が
出
来
る
環
境

を
ど
の
様
に
作
る
の
で
し
ょ
う
か
？
市
長
と

し
て
ど
の
様
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

拙
速
に
事
業
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
頓

挫
す
る
可
能
性
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
事
業
計
画
期
間
と
し
て
10
年
と

定
め
、
こ
の
間
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
、
購

入
す
る
の
か
ど
う
か
を
決
め
て
い
た
だ
く
予

定
で
し
て
、
こ
ち
ら
か
ら
早
期
に
購
入
を
促

す
よ
う
に
働
き
か
け
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
対
象
と
な
る
住
民
の
皆
さ
ん
に
本

事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
努
力
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
地
元

自
治
会
長
等
と
相
談
し
な
が
ら
、
対
象
と
な

る
方
々
に
し
っ
か
り
と
丁
寧
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
管
理
費
他

　
　
　
　
　
　
　

補
助
金
に
つ
い
て

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
管
理
す
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
６
ケ
所
（
８
コ
ー

ト
）・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
６
ケ
所
（
７
コ
ー

ト
）
に
は
、
１
コ
ー
ト
に
付
き
年
間
１
２
，

０
０
０
円
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
管
理

費
他
補
助
金
が
市
か
ら
拠
出
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
交
流
の
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
維
持
管
理
に
年
間

１
２
，０
０
０
円
で
は
厳
し
い
の
で
は
？

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
に
転
換
す
る
な
ど
、
状
況
が
変
わ

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
状
況
を
精
査
し
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

武
たけ

 田
だ

 豊
とよ

 治
じ

【日本維新の会】

内
水
氾
濫
ゼ
ロ
の

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

昨
年
の
９
月
議
会
で
、
玉
木
市
長
が
内

水
犯
濫
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
目
指
す
と
言
っ

て
い
ま
す
。
直
接
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ま

た
、
具
体
的
な
施
策
が
あ
れ
ば
、
お
聞
き
し

た
い
。就

任
当
初
よ
り
「
内
水
氾
濫
ゼ
ロ
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
あ
げ
、
実
施
可
能
な
対

策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

要
因
の
１
つ
に
、
本
流
河
川
へ
の
排
水
機

能
不
全
が
あ
げ
ら
れ
、
宮
原
地
区
の
西
谷

川
、
糸
我
地
区
の
お
仙
谷
川
、
山
地
・
野
地

区
の
高
山
川
、
宮
崎
地
区
の
箕
川
が
、
有
田

川
の
増
水
時
に
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
よ
る
排
水

な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
想

定
を
超
え
る
降
雨
時
に
は
、
排
水
機
能
に
限

界
が
あ
り
有
田
川
の
水
位
低
下
が
極
め
て
重

要
な
た
め
、
県
に
対
し
、
河
床
浚
渫
や
抜
根

を
継
続
的
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
箕
島
地
区
の
背
戸
川
か
ら
の

分
岐
配
水
と
し
て
、
箕
島
高
等
学
校
の
排
水

ポ
ン
プ
を
２
基
設
置
や
、
ぶ
っ
と
く
幼
稚
園

前
の
排
水
路
整
備
な
ど
、
対
策
を
講
じ
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
雨
水
管
理
総
合
計
画
」
の
も

と
に
、
山
田
原
・
新
堂
地
区
の
排
水
方
法
、

初
島
地
区
の
２
号
幹
線
の
整
備
や
、
和
歌
山

ス
ポ
ー
ツ
医
療
専
門
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

に
、
流
域
貯
留
浸
透
施
設
等
の
整
備
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
県
か
ら
の
支
援
が
可
能
な
特
定
都
市
河

川
制
度
な
ど
の
調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も

に
、
高
山
川
流
域
に
地
下
貯
留
式
雨
水
貯
留

槽
の
新
設
な
ど
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

川
かわ

 島
しま

 　強
つよし

【有志会】

質答

質答

質答
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令
和
７
年
度
当
初
予
算
案
に
つ
い
て

予
算
編
成
の
基
本
方
針
と
予
算
要
求
に

際
し
て
の
留
意
点
は
。

国
の
動
向
や
本
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、「
持
続
可
能
な
未
来
に
つ
な
が
る
有

田
市
」
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。
市
民

に
寄
り
添
っ
た
施
策
を
最
優
先
と
し
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
予
算
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
は
、
適
切
に

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ
た
活
用
を
行
う

た
め
、
寄
附
金
は
教
育
・
産
業
・
福
祉
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
目
的
ご
と
に
積
み
立

て
ら
れ
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
的
に
有
効
活

用
し
て
い
ま
す
。

市
有
地
整
理
事
業
に
つ
い
て

市
有
地
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
と
、
計

画
期
間
終
了
後
の
対
応
は
。

対
象
地
区
は
港
地
区
と
初
島
地
区
で
、

合
計
２
２
５
世
帯
が
対
象
で
す
。
申
込

受
付
や
境
界
測
量
を
進
め
て
お
り
、
令
和
６

年
度
ま
で
に
30
件
の
申
込
が
あ
り
、
６
件
の

所
有
権
移
転
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
期
間
終

了
後
も
居
住
は
可
能
で
す
が
、
土
地
を
購
入

し
な
い
場
合
は
賃
借
料
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

港
町
地
区
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
、
市

の
取
組
と
県
の
進
捗
状
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

県
に
よ
る
護
岸
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
市
と
し
て
も
内
川
の
護

岸
や
防
潮
堤
の
老
朽
化
対
策
を
県
に
要
望
し

て
い
ま
す
。
県
道
有
田
港
線
の
道
路
拡
幅
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
協
力
が
得
ら
れ
る
な
ら
、

市
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

西
にし

 口
ぐち

 正
しょう

 助
すけ

防
災
に
つ
い
て

災
害
発
生
時
、
行
政
と
民
生
委
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
自
治
会
は
ど
の
よ
う

に
連
携
・
対
応
し
て
い
る
の
か
？

災
害
発
生
時
、
自
主
防
災
組
織
は
、
災

害
本
部
と
緊
密
に
情
報
連
携
を
行
い
、

避
難
誘
導
、
初
期
消
火
、
避
難
所
の
自
主
的

な
運
営
、
正
確
な
情
報
の
伝
達
な
ど
、
地
域

に
お
け
る
共
助
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

避
難
所
の
開
設
・
運
営
訓
練
な
ど
、
よ
り
実

践
的
な
訓
練
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
士
資
格
取
得
の
た
め
の
助
成
金
制

度
を
活
用
し
た
防
災
士
は
、
防
災
体
制

に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
？

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
、
連
携

を
強
化
し
、
災
害
時
の
迅
速
か
つ
的
確
な
対

応
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
運
営
に
諸
事
情
に
よ

り
あ
ま
り
関
わ
っ
て
い
な
い
住
民
や
防

災
士
の
方
々
を
、
今
後
、
参
画
す
る
仕
組
み

を
作
る
の
か
？

各
地
区
で
防
災
士
の
存
在
を
明
確
に

し
、
連
絡
体
制
や
運
営
体
制
の
強
化
、

平
時
か
ら
自
主
防
災
組
織
と
円
滑
に
情
報
共

有
を
行
え
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

 

提　

言  

地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
活
動

を
進
め
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
積
極
的
に
参

加
で
き
る
多
様
な
視
点
を
活
か
し
た
防
災
活

動
の
推
進
を
期
待
し
ま
す
。

市
立
病
院
移
転
後
の
利
用
に
つ
い
て
、

防
災
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
意
向
が
あ

る
か
？
市
長
の
見
解
は
？

現
時
点
で
は
、
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
、
熟
考
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
いち

 ノ
の

 瀬
せ

 敦
あつ

 子
こ
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東
部
開
発
に
つ
い
て

糸
我
峠
付
近
の
公
衆
ト
イ
レ
設
置
に
つ

い
て
、
県
と
協
議
し
取
り
組
む
と
さ
れ

て
い
た
が
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

令
和
５
年
度
に
県
へ
要
望
し
ま
し
た

が
、
現
時
点
で
設
置
計
画
は
な
い
と
の

回
答
を
得
て
い
ま
す
。
紀
伊
路
ル
ー
ト
周
辺

に
は
複
数
の
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

糸
我
峠
付
近
に
新
た
に
設
置
す
る
か
は
、
利

用
状
況
を
考
慮
し
、
引
き
続
き
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

紀
伊
宮
原
駅
周
辺
整
備
事
業
を
予
算

計
上
し
て
い
た
が
、
繰
越
と
な
っ
た

理
由
は
。

Ｊ
Ｒ
と
の
調
整
や
仕
様
書
作
成
に
時
間

を
要
し
、
一
部
予
算
を
令
和
７
年
度
に

繰
越
し
ま
し
た
。

宮
原
小
学
校
跡
地
や
宮
原
駅
周
辺
の
開

発
が
進
む
中
、
周
辺
道
路
の
整
備
が
不

可
欠
で
す
。
市
道
21
・
23
号
線
の
拡
幅
整
備

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宮
原
町
を
東
西
に
走
る
幹
線
道
路
で
す

が
、
大
型
車
両
の
対
向
が
困
難
な
狭
い

区
間
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
地
元
自
治

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
交
通
量
や
人
の
流
れ

を
注
視
し
、
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

市　

長  

宮
原
・
糸
我
地
域
は
歴
史
や
文
化

を
有
し
、
今
後
も
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
る
エ
リ
ア
で
す
。
認
定
こ
ど
も
園
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
紀
伊
宮
原
駅

の
利
便
性
向
上
を
進
め
る
と
と
も
に
、
道
路

整
備
に
も
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
地
域
の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
、
東
部

開
発
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
い

 駒
こま

 三
みつ

 雄
お

【友和クラブ】

令
和
７
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
進

め
て
い
く
の
か
。	

対
象
者
は
65
歳
の
方
及
び
60
歳
か
ら
65

歳
未
満
で
あ
っ
て
心
臓
・
肝
臓
・
呼
吸

器
・
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
省
で
定
め
る
方
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
５
年
間
は
経
過
処
置
と
し

て
70
歳
か
ら
５
歳
刻
み
の
方
に
つ
い
て
も
定

期
接
種
の
対
象
者
と
さ
れ
ま
す
。

４
月
の
広
報
紙
で
市
民
向
け
に
周
知
し
ま
す
。

 

提　

言  

市
民
の
関
心
が
高
い
の
で
、
助
成

金
を
含
め
丁
寧
な
説
明
が
必
要
で
す

 

他
の
質
問  

起
債
残
高
と
基
金
残
高
の
推

移
・
実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
の

推
移
に
つ
い
て
。

水
道
管
の
耐
震
化
率
に
つ
い
て

基
幹
管
路
の
耐
震
状
況
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

基
幹
管
路
の
全
延
長
は
32
㎞
で
、
そ
の

う
ち
耐
震
化
は
９
㎞
で
す
。
平
成
30
年

度
か
ら
の
年
平
均
更
新
延
長
は
９
０
０
ｍ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

 

提　

言  

基
幹
管
路
の
耐
震
化
を
も
っ
と
早

く
す
べ
き
！

誰
も
が
安
心
し
て
搾
乳
で
き
る

　
　
　
　
　

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

本
市
に
お
い
て
、
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
ず

に
１
人
で
も
授
乳
室
で
、
搾
乳
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
が
。

周
囲
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
「
搾

乳
で
き
ま
す
」
と
い
っ
た
案
内
掲
示
は

有
効
と
考
え
ま
す
。
今
後
速
や
か
に
実
施
し

た
い
と
考
え
ま
す
。	

岡
おか

 田
だ

 行
ゆき

 弘
ひろ

【公明党】
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次回の定例会は６月に開催予定です。
皆様の議会傍聴をお待ちしております！
詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。（☎ 83－2443）

議会だより広報編集委員会
委員長：武田豊治　副委員長：嶋田　英
委　員：堀川　明・岡田行弘・小西敬民・中西登志明

ご意見 ･ご質問：E-mail　gikai@city.arida.lg.jp

有田市議会「市民と議会の意見交換会」について

　「意見交換会」は、有田市議会基本条例に基づき「開かれた議会づくり」を推進するため、

市民の皆様と議会が様々な行政課題について意見交換を行い、その結果を議会としての政策

立案や提言につなげようとするものです。 

　意見交換会には、次の２つがあります。

　① 市民の皆様からの申し込みによって開催する場合

　② 議会から市民の皆様に”あるテーマ”についての意見交換会の開催をお願いする場合

対象

　市内の団体・市民グループ等（自治会、福祉団体、スポーツ団体、文化団体、サークル等）

開催時期

　団体が希望する日時（議会の会期中を除く）

意見交換の内容

　提出していただいたテーマに基づき、意見交換を実施（１時間～２時間程度）

開催場所

　有田市議会（市役所５階）等

応募方法

　申込用紙を議会事務局へ提出（FAX・メール可）

　TEL：83-2443 / FAX：83-5524

　メール：gikai@city.arida.lg.jp

その他

　意見交換の内容は、議会ホームページや議会

だより等で公開

議会との意見交換を希望する団体を募集しています。（公募による開催）

議会との意見交換を希望する

団体を募集!!! 

先進地視察（海南市：市民との意見交換会）


